










































































































































































































































































































































評価基準（属性） 意思決定支援機能 経営革新支援機能 業績管理支援機能 業務管理支援機能
①目的適合性 ◎ ◎ ◎ ◎




④正　確　性 ◎ ○ ◎ ◎
⑤完全性（精度） ◎ ○ ◎ ◎
⑥簡潔性（集約度） ◎ ◎ ○ ○
⑦インセンティブ価値
i動機づけ機能）
○ ○ ◎ ◎
⑧理解可能性
i単純性・明快性）
◎ ○ ◎ ◎
⑨測定可能性（比
r可能性）
○ ○ ◎ ◎
⑩コスト・ベネフ
Bット △ △ △ △
（注）筆者が作成。
表の中の丸印の意味は次のとおりである。◎→最重要（第1順位）、○→重要（第2順位）、△→普通（第3順位）。
てロワー・マネジメントへの支援機能である。
　次に、横軸の行の評価基準（属性）の10項目については、上から①～⑩の順序は重要性に従って
項目をあげている。①目的適合性、②適時性はあえて説明するまでもないが、それぞれ第1順位、
第2順位で重要であることを示している。目的適合性の概念は、情報の質的基準の中で質の広範な
意味を含んでいるので、第1順位であることに異論はないと思われる。適時性の概念は目的適合性
に含まれているという考え方もあるが、タイムリーな情報提供は必要不可欠で重要なことであるの
で、ここでは目的適合性と区別して第2順位としている。③の戦略性は、管理会計は戦略の実行を
支援する管理のための技法や概念であると理解するので、第3順位で重要であることを意味してい
る。④の正確性、⑤の完全性（精度）、⑥の簡潔性（集約度）は、管理会計情報の特性として重要な
評価基準ないし属性であるので、それぞれ第4順位、第5順位、第6順位に位置づけている。
　⑦のインセンティブ価値（動機づけ機能）に関連して、ヤング（D．W．Young）は管理会計情報の
基準として組織の動機づけの要素に注意すべきであることを強調している〔7〕。ヤングの指摘は
重要な点であるので、筆者は評価基準の⑦インセンティブ価値（動機づけ機能）に取り入れている。
この点は、組織の業績管理ないし組織有効性と管理会計情報あるいは管理会計システムの評価とが
密接な関係にあることに注意すべきである。
　次に、⑧の理解可能性（単純性・明快性）と⑨の測定可能性（比較可能性）は、重要性の優先順
位は低いけれども、やはり管理会計情報の特性として重要であるので、それぞれ第8順位、第9順
位に位置づけている。
　⑩のコスト・ベネフィットの評価基準は、今日、管理会計情報のみならずその他の企業のあらゆ
る情報が情報システム、換言すればERPで統合されて管理されているので、情報システムの費用対
効果の問題として理解すべきである。したがって、現在、企業ではインフラとしての情報システム
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の整備ないし構築は必要不可欠な問題であり、情報システムの進化に合わせて継続的に情報システ
ムを改革していかなければならないといえる。そのため、管理会計情報のコスト・ベネフィットの
問題は、例えば情報の電子化やペーパーレス化の推進の問題になってくると思われる。つまり必要
な管理会計情報を要約してリアルタイムで提供する一方、膨大かつ無駄と思われる情報は出力せず
に電子的に情報をやり取りする方法が今後さらに進んでいくと思われる。
　なお、図表一2の中の丸印の意味で、◎→最重要（第1順位）、○→重要（第2順位）、△→普通
（第3順位）の順位づけは相対的なものであると理解すべきである。それぞれの支援機能を組織の
管理階層レベルで区分して重要性を当てはめているので、場合によっては重要性の度合いが異なる
こともあると考えられる。
VI結　　論
　以上のように本稿では、「マーケティング活動の多次元情報分析」の問題について、マーケティン
グ活動の測定、マーケティング・メトリックスに関するPaul　W．Farrisらの実態調査の概要、マー
ケティング活動の多次元情報分析、情報の有用性基準としての管理会計情報の評価基準について考
察を行ってきた。
　多次元情報分析の問題に関連して、例えば、製品開発における3次元CAD（computer－aided
design）による立体的な製品設計の普及や、医療診断の分野においてMRI（magnetic　resonance
imaging：核磁気共鳴画像法）、CT（computed　tomography：コンピュータ断層撮影）などで立体的な
映像情報（断層画像）によるガン細胞の発見などの診断に貢献している。そのような立体的な多次
元分析の手法を適用して、マーケティング活動の業績管理に、必要な場合にはGISによる地理情報
を取り込んで、管理会計の視点からマーケティング・メトリックスと多次元情報分析を用いたマー
ケティング業績管理システムの構築が必要である。すなわち、第1にマーケティング活動における
迅速かつ継続的な改善やボトルネックの管理ができ、第2に情報分析の高度化（精度の向上）・精緻
化により、一層のマーケティング活動の意思決定支援や業績管理支援に役立つのである。
　本稿で取り上げた「マーケティング活動の多次元情報分析」の研究テーマは、マーケティングと
管理会計との両分野の接点にあるテーマであり、また、多次元情報分析の問題は情報分析の研究分
野でも新たな研究課題の1つであるため、本稿における検討も十分になされている訳ではないこと
はいうまでもない。本研究課題への一層の取り組みは、筆者の今後の課題としたい。
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